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平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
国

内
観
測
史
上
最
大
級
の
Ｍ
９
・
０
の
地
震
と

そ
れ
に
伴
う
津
波
に
よ
り
、
本
県
の
農
地
・

農
業
用
施
設
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
早
期
復
旧
と
営
農
再
開
に
向
け
、

沿
岸
市
町
村
の
被
害
調
査
を
支
援
し
た
農

地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
支
援
隊
（
Ｎ
Ｓ

Ｓ
）
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

農
業
・
農
村
の
復
興
に
向
け
て

■
岩
手
県
農
林
水
産
部
農
村
計
画
課
・
農
村
建
設
課

ガレキで埋まる農地

農地・農業用施設災害復旧支援隊

（NSS）

様々な事情により、市町村が被害調査をでき
ない場合に、要請を受けてNSSが調査を実施

岩手県土地改良事業団体連合会職員

岩手県農林水産部農村整備関係職員

農村災害復旧専門技術者

岩手県土地改良設計協会の技術者
県職員等のOB

県内市町村

人命救助や
被災者支援が
最優先

災害支援
協力要請

農地・農業用施
設の復旧・復興
に向けた支援

１
「
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
支
援
隊
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）」
発
進

各班にて調査 NSS結団式
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Ｎ
Ｓ
Ｓ
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
、
市

町
村
か
ら
の
被
害
報
告
に
よ
り
、
国
に
対

し
災
害
復
旧
事
業
の
申
請
を
行
い
ま
す

（
通
常
は
市
町
村
が
事
業
主
体
と
な
り
ま

す
が
、
被
害
が
甚
大
で
対
応
が
困
難
な
市

町
村
に
つ
い
て
は
県
が
事
業
主
体
と
な
り

ま
す
）。

申
請
に
対
し
て
農
林
水
産
省
と
財
務
省

に
よ
る
「
災
害
査
定
」
が
現
地
で
行
わ
れ
、

復
旧
に
向
け
た
工
法
や
事
業
費
が
決
定
さ

れ
ま
す
。

災
害
査
定
は
11
月
末
ま
で
県
内
19
市
町

村
で
実
施
さ
れ
、
査
定
が
終
了
し
た
地
区

か
ら
順
次
、
地
元
と
の
調
整
を
図
り
復
旧

工
事
に
着
手
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

２
Ｎ
Ｓ
Ｓ
の
被
害
調
査
概
要

３
「
水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
」の
活
用

４
災
害
復
旧
に
向
け
て

地
震
に
よ
る
被
災
箇
所
の
特
定
と
記
録

津
波
に
よ
る
農
地
の
浸
水
区
域
の
特
定

と
記
録

Ｇ
Ｐ
Ｓ
搭
載
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
と
位

置
情
報
の
記
録
　
　
　
　
　
　

水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
へ
の
反
映

農地浸水状況

ガレキ厚の計測

山田町 織笠地区

「
水
土
里

み

ど

り

情
報
シ
ス
テ
ム
」

（
管
理
・
運
営：

岩
手
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
）

航
空
写
真
や
公
図
、
水
路
等
の
施
設
な
ど
の
地
図
情
報

に
所
有
者
や
地
目
、
面
積
、
作
物
等
の
農
地
に
関
す
る
情
報

を
組
み
合
わ
せ
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

様
々
な
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
瞬
時
に
表
示
で
き
、ま
た
、

目
的
に
応
じ
た
着
色
図
面
等
を
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

撮影した場所の位
置情報も記録可能
なデジタルカメラ

農地・農業用施設等被害状況
（平成23年6月16日17時時点）

農地

農業用施設

集落排水施設

農地海岸保全施設

合　計

被害施設

13,320

3,612

41

10

16,983

箇所数

22,616

4,012

1,012

26,800

54,440

被害額
（百万円）


